
水道事業会計 ９億 3,535 万円
公共下水道事業会計 20 億 8,094 万円

一般会計　　159 億円

各会計の当初予算額
（合計 229 億 6,701 万円）

国民健康保険特別会計 29 億 8,820 万円
後期高齢者医療特別会計 ４億 5,280 万円
農業者労働災害共済特別会計 500 万円
公共用地先行取得事業特別会計 ３億 9,600 万円
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一般会計当初予算規模　159億円
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分担金及び負担金（1.4％）
２億 1,846 万円

地方交付税（20.0％）
31 億 8,000 万円

市税（27.0％）
42 億 8,563 万円

使用料及び手数料（1.0％）
１億 6,236 万円

一般会計歳入

芦原地区の特定区域（財産区）の水道事業を運営する会計

市の基本的な行政サービスの経費を
収支する会計

特別会計　　38 億 4,200 万円
保険料など特定の収入で特定の支出に
充てる会計。収入の使い道が決まって
いるため一般会計とは分けています。

企業会計　　30 億 1,629 万円
一般の会社と同じように、独自の収
入でその経費をまかなう「独立採算」
を原則とする会計

芦原温泉上水道財産区水道事業会計　　2 億 872 万円

繰入金（9.3％）
14 億 7,529 万円

諸収入（3.1％）
５億 71 万円

財産収入など（0.5％）
7,802 万円

地方譲与税（0.8％）
１億 3,100 万円

国庫支出金（15％）
24 億 12 万円

県支出金（9.9％）
15 億 7,041 万円

市債（6.7％）
10 億 6,230 万円

その他の交付金（5.3％）
８億 3,570 万円

自主財源
42.3％依存財源

57.7％
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１ 年 間 の 収 入 合 計 約 530 万円

基本給与
( 市税 )

142 万
8,545 円

諸手当
（分担金及び負担金）

７万
2,820 円

副業収入
( 使用料及び手数料 )

５万
4,120 円

預金の取り崩し
（繰入金）

49 万
1,763 円

臨時収入など
（寄付金、財産収入など）

19 万
2,909 円

親からの援助
( 交付税、国県補助金など )

270 万
5,743 円

銀行からの借り入れ
( 市債 )

35 万
4,100 円

１ 年 間 の 支 出 合 計 約 530 万円

食費
( 人件費 )

85 万
9,661 円

医療費
( 扶助費 )

95 万
1,740 円

光熱水費、消耗品費など
( 物件費 )

60 万
1,449 円

子どもへの仕送りなど
(補助費等)

90 万
6,378 円

家や車などの修繕費
( 維持補修費 )

１万
7,183 円

家などの増改築 
( 普通建設事業費 )

95 万
5,906 円

借金返済
（公債費）

53 万
1,115 円

貯金
( 積立金 ) 5,399 円

その他
( 予備費、貸付金、繰出金など )

47 万
1,169 円

家計簿でチェック
令和４年度の当初予算 159 億円を分かりやすく
3,000 分の 1 に置き換えて家計簿にしました。

　収入をみると、昨年より基本給与は増
えているものの、収入の半分以上を親か
らの仕送りに頼り、銀行からの借り入れ
も毎年行っています。今後は、親から
の仕送りや借り入れの依存を少なくし、
基本給与や諸手当、副業収入の増に努
め、支出を抑えていくことが必要です。

　支出では、食費や医療費、借金返済
などの節約が難しい経費が半分近くを
占めています。
　これまで、食費や光熱水費、消耗品
費などを切り詰めてやりくりしてきま
したが、今後もより一層の努力が必要
です。

貯金残高（財政調整基金） 68 万 5,334 円
借金残高（市債残高） 595 万 6,600 円

令和４年度 あわら市の 当初予算

農道保全対策事業負担金

5,750万円

ＪＲ芦原温泉駅周辺整備事業

17 億 771万円

新型コロナウイルスワクチン接種事業

7,900万円

道の駅「蓮如の里あわら」整備事業

５億 4,580万円

ＩＣＴ教育推進事業

3,003万円

※ 画像は全てイメージです。

人件費（16.2％）
25 億 7,898 万円

一般会計歳出（性質別）主な事業の予算額

扶助費（18.0％）
28 億 5,522 万円

物件費（11.3％）
18 億 435 万円

維持補修費（0.3％）
5,155 万円

補助費等（17.1％）
27 億 1,913 万円

災害復旧事業費
（0.0％）
130 万円

公債費（10.0％）
15 億 9,334 万円

貸付金、出資金（2.0％）
3 億 1,130 万円

その他（0.2％）
2,620 万円

普通建設事業費（18％）
28 億 6,772 万円

繰出金（6.9％）
10 億 9,091 万円

消費的経費
62.9％

投資的経費
18.0％

その他
19.1％
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